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第
六
章　

大
阪
暮
ら
し

会
計
事
務
所
勤
務
と
経
理
学
院
講
師

　

大
学
院
二
年
目
の
夏
、
会
計
士
試
験
が
終
わ
る
と
修
士
論
文
以
外
に
大
き
な
拘
束
が
な
く
な
る
。
十
月
か
ら
、

関
学
の
元
商
学
部
講
師
で
公
認
会
計
士
・
税
理
士
で
あ
る
伊
藤
晋
三
郎
先
生
の
会
計
事
務
所
に
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
勤
務
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

事
務
所
は
、
大
阪
市
北
区
万
歳
町
の
清
風
ビ
ル
に
あ
っ
た
。
下
宿
の
あ
る
上
ヶ
原
か
ら
、
バ
ス
で
甲
東
園
に

行
き
、
阪
急
電
車
に
乗
り
換
え
、
西
宮
北
口
を
経
て
、
阪
急
梅
田
へ
、
梅
田
か
ら
は
市
バ
ス
で
通
勤
し
た
。
随

分
身
体
の
負
担
に
な
っ
た
が
、
勤
務
時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

伊
藤
先
生
の
事
務
所
に
は
、
関
学
の
商
学
部
大
学
院
で
一
年
先
輩
の
出
原
洋
一
さ
ん
と
、
慶
応
義
塾
大
学
経

済
学
部
卒
の
三
田
さ
ん
と
い
う
女
性
が
い
た
。
伊
藤
先
生
は
、
主
に
上
場
会
社
の
監
査
業
務
を
さ
れ
て
い
た
の

で
、
関
与
先
の
税
務
業
務
は
、
こ
の
二
人
が
担
当
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
実
務
は
何
も
知
ら
な
い
新
米
事
務

員
の
私
が
加
わ
っ
た
。
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仕
事
は
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
の
決
算
と
法
人
税
申
告
書
の
作
成
で
あ
っ
た
。
関
与
先
は
立
派
な
会
社
が
多

か
っ
た
の
で
記
帳
受
託
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
。
出
原
さ
ん
、
三
田
さ
ん
と
私
の
三
人
は
、
全
員
会
計
士

試
験
に
挑
戦
し
て
い
た
。
伊
藤
先
生
は
、
午
後
は
毎
日
出
張
さ
れ
る
の
で
、
執
務
時
間
中
で
も
三
人
で
模
擬
試

験
や
過
去
問
の
答
案
練
習
を
し
て
い
た
。

　

法
人
の
決
算
書
や
法
人
税
申
告
書
の
作
成
は
、
主
に
出
原
さ
ん
に
指
導
を
受
け
た
が
、
決
算
書
や
申
告
書
の

提
出
前
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
は
、
伊
藤
先
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
本
城
会
計
士
が
さ
れ
て
お
り
、

懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
を
受
け
た
。

　

最
終
チ
ェ
ッ
ク
と
言
っ
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
の
な
い
時
代
の
決
算
書
や
申
告
書
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
す
べ
て
の
決

算
書
類
の
表
示
か
ら
、
数
字
の
検
算
、
内
訳
書
の
明
細
ま
で
を
含
ん
で
い
た
。
論
理
や
計
算
の
間
違
い
を
指
摘

さ
れ
、
内
容
の
詳
細
な
説
明
を
求
め
ら
れ
た
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
期
間
を
含
め
三
年
間
、
伊
藤
先
生
の
事
務
所
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
実
務
が
税
理
士
開
業
後
ど

れ
ほ
ど
役
に
た
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
先
輩
の
出
原
さ
ん
は
、
後
に
税
理
士
事
務
所
を
開
業
さ
れ
た
。

　

申
告
書
作
成
の
テ
キ
ス
ト
は『
法
人
税
の
決
算
調
整
と
申
告
の
手
引
』（
大
阪
国
税
局
版
）で
、約
二
千
百
ペ
ー

ジ
あ
る
。
こ
の
本
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
天
満
橋
の
関
西
産
業
経
理
協
会
で
、
夜
間
に
研
修
が
行
わ
れ
て
お
り
、

か
な
り
長
期
間
、
国
税
局
の
中
村
審
理
係
長
の
講
義
を
受
け
た
。
あ
ま
り
に
テ
キ
ス
ト
が
分
厚
い
の
で
、
テ
ー

マ
ご
と
に
本
を
切
り
は
が
し
て
持
ち
歩
い
て
い
た
。
こ
の
手
引
き
は
、
毎
年
改
定
版
が
発
行
さ
れ
、
生
涯
、
法
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人
税
申
告
書
作
成
の
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
の
年
末
だ
っ
た
思
う
が
、
受
験
仲
間
で
、
一
年
先
輩
の
武
田
さ
ん
の
紹
介
で
、
難
波
高
等
経
理
学
院

講
師
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
を
し
て
く
れ
な
い
か
と
依
頼
を
受
け
た
。
日
本
商
工
会
議
所
検
定
一
級
コ
ー
ス
の
工

業
簿
記
、
原
価
計
算
、
後
に
、
税
理
士
コ
ー
ス
の
簿
記
論
の
講
師
を
引
き
受
け
た
。

　

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
の
つ
も
り
が
二
年
余
り
続
い
た
。
地
下
鉄
難
波
駅
裏
の
難
波
球
場
前
に
学
校
が
あ
り
、
夜

間
コ
ー
ス
を
週
二
日
、
毎
回
二
時
間
の
講
義
を
し
た
。

　

人
に
教
え
る
こ
と
は
本
当
に
楽
し
い
。「
教
師
三
年
す
れ
ば
や
め
ら
れ
ぬ
」
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
本
当

で
あ
る
。
身
体
が
許
せ
ば
も
っ
と
長
く
続
け
た
か
っ
た
。

　

カ
ネ
に
困
っ
て
始
め
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
の
頃
は
、
何
で
も
か
ん
で
も
挑
戦
し
て
い
た
。
後
に
、
税
理

士
コ
ー
ス
の
生
徒
で
あ
っ
た
山
下
さ
ん
と
い
う
女
性
か
ら
、
税
理
士
に
な
っ
た
と
報
告
を
受
け
た
。
簿
記
論
合

格
だ
け
で
税
理
士
に
な
れ
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
何
年
も
か
か
っ
て
税
理
士
に
な
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
世
の

中
に
努
力
家
は
大
勢
い
る
。

　

い
よ
い
よ
大
学
院
を
修
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
ゼ
ミ
の
青
木
先
生
か
ら
、
某
学
院
大
学
系
列
の
経
理
専
門

学
校
の
講
師
を
勧
め
ら
れ
た
。
通
勤
、
階
段
の
乗
降
、
板
書
な
ど
を
考
え
て
み
る
と
、
た
と
え
将
来
、
系
列
の

某
学
院
大
学
講
師
へ
の
道
が
あ
る
と
し
て
も
、
専
門
学
校
の
講
師
を
生
涯
の
仕
事
に
す
る
に
は
リ
ス
ク
が
多
す

ぎ
る
。
そ
の
う
え
、
受
験
仲
間
で
工
業
簿
記
、
原
価
計
算
を
専
攻
さ
れ
て
い
た
武
田
隆
一
先
輩
が
、
一
年
前
に
、
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某
学
院
大
学
講
師
と
系
列
の
経
理
専
門
学
校
の
講
師
を
さ
れ
て
い
た
の
で
専
門
科
目
が
同
じ
に
な
る
。
青
木
先

生
の
お
勧
め
に
感
謝
し
て
お
断
り
し
た
。
武
田
さ
ん
は
、
生
涯
こ
の
大
学
に
勤
め
た
。

　

大
学
院
修
了
後
、
十
一
人
の
同
級
生
は
そ
れ
ぞ
れ
に
就
職
し
、
博
士
課
程
に
進
ん
だ
者
は
い
な
い
。
高
木
君

は
、
会
計
士
受
験
の
中
央
大
学
経
理
研
究
所
に
行
き
、
後
に
会
計
士
に
な
っ
た
。
私
は
、
会
計
士
試
験
の
受
験

や
、
研
究
職
へ
の
意
欲
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
が
、
大
学
院
修
了
後
も
、
引
き
続
き
、
伊
藤
先
生
の
事
務
所
の

お
世
話
に
な
り
、
税
務
の
実
務
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
会
計
士
受
験
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

困
っ
た
の
は
下
宿
で
あ
る
。
上
ヶ
原
の
学
生
下
宿
は
出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
、
ど
こ
に
住
ん
で
も
、

毎
日
、
大
阪
市
内
ま
で
通
勤
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
思
案
し
て
い
る
と
、
大
学
院
の
同
級
で
、
高
等
部
か
ら

関
学
に
来
て
い
た
岡
田
昭
二
君
が
、
阪
急
曽
根
駅
前
の
「
か
つ
ら
荘
」
に
移
ら
な
い
か
と
勧
め
て
く
れ
た
。
豊

中
市
曽
根
に
、
彼
の
自
宅
が
あ
り
、
彼
の
父
が
経
営
す
る
会
社
も
豊
中
市
に
あ
っ
た
。
彼
は
後
に
そ
の
会
社
の

社
長
に
な
っ
た
。

　

彼
の
親
切
は
、
私
の
身
体
と
通
勤
を
十
分
検
討
し
た
う
え
の
提
案
で
あ
っ
た
。
ま
ず
駅
か
ら
歩
い
て
五
～
六

分
く
ら
い
で
近
い
。
駅
も
高
架
駅
で
は
な
い
。
木
造
二
階
建
て
ア
パ
ー
ト
と
は
い
え
、
管
理
人
が
い
る
し
、
部

屋
も
二
部
屋
で
広
い
。
そ
れ
に
、
毎
朝
七
時
に
一
本
だ
け
、
阪
急
曽
根
駅
発
梅
田
行
き
直
通
電
車
が
あ
る
。
そ

れ
に
乗
れ
ば
阪
急
梅
田
ま
で
座
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
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ア
パ
ー
ト
の
一
階
中
央
の
部
屋
は
、
風
呂
と
炊
事
場
が
つ
い
て
お
り
、
快
適
で
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
岡
田

君
が
、
自
宅
の
生
け
簀
を
さ
ら
え
、
生
き
た
鮒
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
清
水
に
放
し
て
泥
抜
き
を

し
て
き
た
か
ら
食
べ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
。
面
白
そ
う
な
の
で
、
鮒
の
頭
を
ハ
ネ
、
網
で
焼
き
、
そ
れ
を
て
ん

ぷ
ら
の
酢
漬
け
に
し
て
、
勤
め
先
に
持
っ
て
い
っ
た
。
出
原
さ
ん
ら
は
、
君
は
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
と
好
奇

の
目
で
見
て
い
た
。

　

彼
の
親
切
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
電
車
通
勤
で
、
も
は
や
不
要
に
な
り
、
置
く
と
こ
ろ
が
な
か
っ

た
単
車
を
何
万
円
か
で
売
っ
て
く
れ
た
。ア
パ
ー
ト
が
彼
の
自
宅
近
く
に
あ
っ
た
の
で
、何
か
と
お
世
話
に
な
っ

た
。
い
つ
も
親
切
な
友
人
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
う
。

　

そ
の
後
、
こ
の
ア
パ
ー
ト
の
二
階
に
、
博
士
課
程
を
終
え
、
関
学
の
産
業
研
究
所
の
講
師
に
な
っ
て
お
ら
れ

た
先
輩
の
来
住
さ
ん
を
呼
び
寄
せ
た
。
三
番
目
の
妹
が
、
時
々
泊
ま
り
に
来
て
、
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
。
二

階
の
部
屋
に
住
む
来
住
さ
ん
が
ご
飯
を
炊
き
、
一
階
の
私
の
部
屋
に
炊
飯
器
ご
と
持
っ
て
き
て
、
妹
が
作
っ
て

く
れ
た
副
食
で
夕
食
を
ご
一
緒
し
た
。

　

毎
日
食
事
を
一
緒
に
し
た
訳
で
は
な
い
の
で
、
自
炊
や
洗
濯
に
も
苦
労
し
た
。
男
が
炊
事
場
や
洗
い
場
に
立

つ
の
は
格
好
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
日
曜
日
に
副
食
材
料
を
買
い
置
き
、
炊
飯
器
で
ご
飯
を
炊
き
、
副
食
を

作
り
、
ひ
と
り
食
事
を
し
、
そ
の
後
、
ズ
ボ
ン
に
ア
イ
ロ
ン
掛
け
を
し
た
。
ズ
ボ
ン
の
脛
に
杖
を
当
て
て
歩
く

の
で
、
す
ぐ
に
右
足
の
ズ
ボ
ン
の
筋
が
な
く
な
り
、
丸
く
な
る
。
だ
ら
し
な
く
不
細
工
で
、
恥
ず
か
し
い
の
で
、
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ズ
ボ
ン
の
ア
イ
ロ
ン
掛
け
は
マ
メ
に
し
た
。
下
着
の
洗
濯
も
し
た
。
男
が
ひ
と
り
住
む
苦
労
は
ひ
と
通
り
経
験

し
た
。
来
住
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
は
生
涯
続
い
た
。

　

四
十
三
年
の
公
認
会
計
士
試
験
受
験
は
、
こ
れ
で
合
格
か
と
思
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
念
願
は
叶
わ
な
か
っ

た
。
こ
の
年
の
合
格
発
表
の
日
は
、
朝
か
ら
大
雨
で
、
雨
の
中
、
一
日
中
祈
り
続
け
た
。「
ど
う
か
、
神
さ
ま
、

合
格
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
。
受
験
仲
間
で
こ
の
年
に
合
格
し
た
の
は
、
一
年
先
輩
の
林
さ
ん
一
人
で
あ
っ
た
。

林
さ
ん
は
、
後
に
公
認
会
計
士
協
会
・
近
畿
会
・
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。

　

会
計
士
受
験
の
意
欲
も
冷
め
、
一
応
の
踏
ん
切
り
が
つ
い
た
が
、
こ
れ
以
上
勤
務
を
続
け
る
こ
と
は
、
身
体

的
に
困
難
で
、
伊
藤
先
生
の
事
務
所
を
や
め
る
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
。

　

四
十
三
年
五
月
、
伊
藤
先
生
が
、
公
認
会
計
士
等
松
農
夫
蔵
・
青
木
大
吉
・
青
木
倫
太
郎
先
生
ら
七
人
が
設

立
さ
れ
た
監
査
法
人
等
松
青
木
事
務
所
（
現
ト
ー
マ
ツ
監
査
法
人
）
の
社
員
と
な
ら
れ
た
の
を
機
会
に
、
先
生

の
税
務
事
務
所
も
、大
阪
市
中
央
区
備
後
町
の
大
阪
化
学
繊
維
に
会
館
に
移
り
、通
勤
が
な
お
一
層
困
難
に
な
っ

て
い
た
。

　

特
に
、
朝
夕
の
混
雑
時
の
地
下
鉄
に
は
怖
く
て
乗
れ
な
い
の
で
、
梅
田
か
ら
市
バ
ス
で
備
後
町
ま
で
行
き
、

そ
こ
か
ら
御
堂
筋
を
渡
り
、
西
の
四
ツ
橋
筋
近
く
ま
で
歩
い
た
。

　

通
勤
が
身
体
の
限
界
を
超
え
て
い
た
。
特
に
雨
の
日
は
困
っ
た
。
も
と
も
と
傘
を
さ
し
て
歩
く
こ
と
も
、
荷

物
を
持
っ
て
歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
タ
イ
ル
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
は
滑
り
そ
う
で
怖
い
。
ラ
ッ
シ
ュ
ア
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ワ
ー
の
階
段
の
乗
降
と
、
電
車
、
バ
ス
の
中
で
掴
り
棒
付
近
に
立
つ
苦
痛
に
は
耐
え
ら
れ
ず
、
い
つ
か
大
失
敗

を
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
伊
藤
先
生
や
先
輩
職
員
に
十
分
事
情
を
お
話
し
て
や
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
短
期
間

勤
務
で
本
当
に
申
し
訳
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　

四
十
四
年
一
月
、
税
理
士
会
・
大
阪
府
北
支
部
に
税
理
士
登
録
を
行
い
、
夏
に
は
難
波
高
等
経
理
学
院
の
講

師
を
や
め
、
年
末
に
な
っ
て
私
の
大
阪
暮
ら
し
は
終
わ
っ
た
。

　

銀
行
の
調
査
部
に
勤
め
た
い
と
思
っ
た
り
、
高
校
教
員
に
な
ろ
う
と
考
え
た
り
、
会
計
士
に
な
ろ
う
と
挑
戦

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
実
行
し
て
き
た
が
、
最
後
は
税
理
士
に
な
っ
た
。
あ
ら
か
じ
め
早
く
か
ら
準
備

し
て
お
い
た
職
業
に
落
ち
着
く
形
に
な
っ
た
。
自
分
の
身
体
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
…
…
等
々
い
ろ
い
ろ
な
面

か
ら
考
え
て
も
、
一
番
素
晴
ら
し
い
道
で
あ
っ
た
。
案
外
、
神
さ
ま
が
選
択
し
て
、
私
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。


